

































The Practical Study of Arithmetic class using of the idea of Zone of Proximal Development
A Study of the unit composition and guidance process pressing the child's idea development
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　そこで、そのために、これから指導しようとする単元内容をどう構成していくか、その一授
業一授業をどう流していくかその指導過程の在り方を求めて研究に取り組んだ。
Ⅱ、研究の実践
　子どもたちは、一授業一授業の繰り返しの中で、既習の考えや知識を駆使して新しい考えを
生み出し、その単元のねらいである考えや知識を身につけていく。
　そのために、まず単元を構成するいくつかの授業をどのように配列していくか、つまり単元
構造を考えた。そこで、単元構造図を作ることにした。次に、前時に学習した考えを生かし、
次時の学習に取り組んでいけるように、まず子どもたちに自分なりの考え（解決方法）をもた
せる。そして、その自分なりの考え（解決方法）をみんなの前で発表し合い・磨き合いことに
より、より考えを広げ深めていける場や手だてを考え、指導過程に位置づけた。また、授業前
には、その授業に必要な基礎学力を十分に身につけ、授業に臨むために事前調査を行い、補充
指導をすると共に、授業後には子どもたちの思考の変容を追跡し個々の子どもの思考傾向を見
ていくことにした。
　思考発達は急に起きるものではなく、子どもたちが最近接領域にある内容を理解することに
よって、それが発達領域になり、また新たな最近接領域が生まれてくると考える。このことか
ら、最近接領域の学習内容を理解させ発達領域にすることが次の最近接領域を生み出させ、思
考発達を促していくものであると考えた。ここに思考の流れを十分に考えた授業展開をしてい
くことが思考発達を刺激していくものであると考える。そこで、思考発達を促すための単元構
造図や一授業の指導過程を次のように考えた。
１、単元構成の考え
　単元とは１つの知識や思考の最小のまとまりであると考えている。従って、単元はいくつか
の授業によって構成され、このいくつかの授業を通して単元を貫く考えや知識が養われていく
ものである。そこで、単元を構成する一授業一授業を子どもたちの問題解決・思考のしやすさ
等、次のような考え方から、別紙のような単元構造図（377・378ページ参照）を考えた。
・単元を貫く考え、知識等を明らかにし、そのための授業構成を考える。
・単元を構成するいくつかの授業は、易から難、具体から抽象と配列する。
・単元最初の授業ではゲーム等を取り入れ、単元への興味関心、意欲態度を養う。
　また、最終授業では単元を見通す考え方を統合させ数理の美しさに気づかせていく。
２、一授業の指導過程
　子どもたちが個々に自分なり
の考えをもつようにするために
は、まず問題解決学習の形を取
ることが大切である。次に、指
導過程の中に子どもたちが自ら
の力で問題解決する場を設け、
全員に自分なりの解決方法をも
たせる。そのための手だてとし
て、既習事項の想起させる場を
表１　算数の一授業の指導過程
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設けたり、自己解決の場で机間
指導を通して全員に声をかけ、
賞賛・支援したりすることに心
がけた。
　そして、個々が考えた考え方
を発表し磨き合う場を大切にし
た。個々の子どもが発表した考
えを認めたり賞賛したりして学
習意欲を向上させると共に、本
時のねらいへ考え方をまとめて
いくことが重要である。
　そこで、子どもたちの考え方
を認めたり賞賛したりするため
に復唱法という手だてをとるこ
とにした。また、発表された考
え方を関連づけ、構造化するこ
とにより考え方の深化を図っ
た。そして、最後に、本時のね
らいである考え方を定着・発展
を図るために練習問題の場を位
置づけた。
　以上の考え方から、右上表を指導過程の基本形として考えた。
（１）自らの力で解決する場と手だて３
　すべての子どもたちに自分の特性をあった解決方法や発展的な解決方法など多面的な考え
方をもたせるために問題解決の場で２回の机間指導(手だて３)を行うことにした。これは、
①全員の子どもたちに声かけをしたいこと、②問題解決が十分でない子の支援、③発表の場
をスムーズにするためである。机間指導には、愛知教育大学の志水廣先生の薦める「〇つけ
法」を取り入れた。これは、子どもたちが個々に問題解決を試みている間に、すべての子ど
もたちの机を周り個々に声かけをするのである。どんな解決方法でもよいから、できている
子やできそうな子には〇つけをして賞賛する。悩んでいる子やまちがっている子には、途中
まででもよいから良いところを見つけ賞賛したり、その子その子にあった適切な助言をした
りして、後で再度経過を点検する。
　（２）発表し合う場と手だて４
　発表し合う場では、子どもたち個々の考えを学級全体へ浸透させたり、発表者個人の考え
を認めさせたりするようにした。発表する子どもたちの中には自信のない子やうまく説明で
きない子もいる。そこで、やはり愛知教育大学の志水廣先生の薦める「復唱法」を取り入れ、
子どもたちの考えを復唱する(手だて４)ことにより、学級全体へ話し合い内容の定着を図る
とともに、発表者の考えを認め発表への喜びを味わわせるようにした。
　（３）磨き合い・構造化の場と手だて５、手だて６
　この手だてが子どもの思考発達を促がす最重要手だてである。発表する子どもたちの考え
は多種多様である。これらの考えを生かしつつ統合化を図り、本時のねらいに絞っていかな
– 366 –
名古屋女子大学紀要　第57号（人文・社会編）
ければならない。
　発表内容の共通点を見つけさせ、統合化を図りながら、単元を貫く考え方に気づかせていく
（手だて５）。368ページの実践例の第３時を例にあげると，〔解法１〕〔解法３〕〔解法４〕〔解
法５〕は手法はちがうが、2.6を0.1が26こと整数に直して計算しているところの共通性に気づ
かせ、小数のかけ算は整数に直して計算すればよいことを理解させていくのである。
　次に、より分かりやすく簡潔に計算できる方法を考えさせる。先ほどの第３時を例にあげる
と、〔解法８〕は、2.6は0.1が26と頭の中で考え、筆算でやっているので分かりやすい。〔解法７〕
も小数点がないと考えてやっているので簡単でわかりやすいなどと子どもたちの考えをまとめ
ていく。そして、この授業のねらい、2.6を0.1が26と考えて、暗算または筆算で計算する方法
へまとめていくのである。
　また、磨き合いを進める中で子どもたちの発表内容を構造化（手だて６）してまとめていく
ように心がけた。（369ページ、図２参照）こうすることにより、バラバラに思われた考えが統
合的構造的に見ることができるようになるからである。
　このようにして、子どもたちの考えを広げ深めていくことが大切である。このいくつかの場
と手だてによって、子どもたちの思考発達が促されたと考える。正にヴィゴッキーの『教授・
学習は、子どもの知的発達を先導し、一連の発達過程を生じさせます。』である。一般的に子
どもたちの考えは、次のように発達していくと考えた。
　《個々の考えを発表し合う》⇒《新しい考えを知る》⇒《自分の考えと比較する。》⇒《新し
い考え方のよさを知る》⇒《その考えを自分のものとして使う》
３、実践授業での子どもの変容
（１）対　象　　　５年１組　30名　（男子16名　女子14名）
（２）単元名　　　５年　「小数のかけ算」
（３）単元の流れと単元構造図
　この単元は、最初の授業でゲームを取り入れ小数のかけ算の必要性に迫らせ、小数のかけ算
に興味・関心を待たせる。次に、簡単な小数のかけ算から『２けたの小数×２けた』までの仕
方を考えさせる中で、小数の計算は、0.1や0.01をもとに、そのいくつ分と整数に帰着して計算
することを気づかせることがねらいである。
　第１時では、ゲーム（的当てゲーム）を導入し、最後にどの班が一番かを競うためにグルー
プ毎の得点を計算させることにより、小数の計算への必要性に気づかせる。
　第２時では、0.2×４の計算の仕方を考えさせる。多くの子どもたちが、0.2×４＝0.8とやる
中で、①たしざんで考えたり②0.2ℓを２㎗に変換したり、③２は0.1が２つだから、２×４＝８、
だから0.8とやったりする子どもが出てくる。これらの子どもの考えをもとに、0.2×４のより
よい計算方法を教えていくのである。そして、個々で得た考え方を生かし、第３時、第４時の
学習を進め、新たな考え方を生みながら最後の第５時まで流れる。そんな中で、子どもたちの
考え方が広がり深まって変容していくのである。　「単元構造図」（377・378ページに記載）
（４）実際の授業での思考の流れ
　①　《第１時限》
　単元最初の授業は、小数の乗除の興味関心をもたせるための授業である。子どもたちは、『的
入れゲーム』を楽しんだ後、どの班が一番かを決めるために自分たちの得点を計算した。子ど
もたちは自分なりに既有の知識を使って、（0.25×整数）をたし算で求めたり、（0.25×２＝５）
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をもとに計算したり試行錯誤しながら計算をした。計算できなかった子もいたが、授業の終わ
りには、どの子も「小数のかけ算を知っていると便利だな」と小数のかけ算へ興味関心をもっ
た。授業終了後の感想には「早く小数のかけ算を勉強したい」と書いていた子どもも何人かいた。
　②　《第２時限》
　第２時では、前時に引き起こした興味関心から「小数のかけ算の仕方を勉強したい」という
気持ちの子どもも多く、次に提示の問題には積極的に自分一人の力で解こうと取り組んだ。こ
の授業の課題をとらえた後の感想には、「難しそうだ」という意見もあったが、「簡単だ」「こ
れなら自分でもできる」という内容のものが多かった。
問題： 0.2ℓのジュースの入ったびんが４本あります。これを大きいびんにあわせて入れた
いと思います。ぜんぶで何ℓになるでしょう。
◎　実際に子どもたちが考えた解答
〔解法１〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法２〕
　　0.2×４＝0.8　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2＋0.2＋0.2＋0.2＝0.8
　　　　　　答え　0.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　0.8ℓ
〔解法３〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法４〕
　　0.2×４＝0.8　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2×４＝0.8
　　0.2ℓ＝２㎗　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2を10倍すると、
　　　２×４＝８　　　　　　　　　　　　　　　　　２×４＝８
　　８㎗＝0.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　この８は10倍したのだから、
　　　　　　答え　0.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　0.8ℓ
〔解法５〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法６〕
　　0.2×４＝0.8　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2×４＝0.8
　　0.2は0.1が２つ集まった数　　　　　　　　　　　　０×４＋２×４＝８
　　２×４＝８　　　　　　　　　　　　　　　　　　・の下がのこって　0.8
　　この８は、0.1が８つだから　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　0.8ℓ
　　　　　　答え　0.8ℓ
〔解法７〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法８〕
　　0.2×４＝0.8　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2＋0.2＝0.4
　　（0.1＋0.1）×４＝0.8　　　　　　　　　　　　　0.4＋0.2＝0.6
　　0.1が２つ、これが４つだから、　　　　　　　　　0.6＋0.2＝0.8
　　0.8　　　答え　0.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　0.8ℓ
　ほとんどの児童が〔解法１〕の方法で解いていた。机間指導の場で賞賛しながらも「どうし
て、0.8になったの？」と聞いたが、「0.2が４つだから」とか、「なんとなく」と答える子が多かっ
た。中にはびんを４本書くなど、具体的に考えていた子どももいた。また、やり方の分かりに
くいものもあったが、解決方法を確かめる程度で終わった。例えば、〔解法６〕の「・の下が残っ
てとはどういうこと？　説明できるようにしてね。」と確かめたなどである。
　《発表の場》では、最初に〔解法１〕を発表させ、その児童に「どうして、0.8になるの？」
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という質問したら、「0.2が４つだから」と答えただけであったが、ほとんどの児童が賛成した
のでそのままにした。次に〔解法２〕から〔解法５〕まで順番に発表させ、復唱により定着さ
せた。〔解法６〕については、「もう少し分かりやすく説明してくれるかな」と問いかけたら、「小
数点の前の０と４をかけて０、小数点の後の２と４をかけて８、だから0.8」と説明してくれた。
これは、机間指導の時、この考え方を説明できるように指示しておいたから、この子どもも自
信を持って説明できたと考える。なお、〔解法７〕は、机間指導の時は文章がなかったが、「発
表ではもう少しわかるように言ってね」と助言しておいたことが今回の発表につながった。〔解
法８〕は、発表後の磨き合い
の場で「〔解法２〕と同じ考
え方だね」と比較しながら説
明した。
　《磨き合いの場》では、〔解
法３〕・〔解法４〕・〔解法５〕
については、共通点を考えさ
せ、どれも小数を整数に直し
て計算しているところが同じ
であることに気づかせた。次
に、最初の発表〔解法１〕に
戻り、〔解法５〕と比較しながら『頭の中で0.2は0.1が２こと考えと言いながら手で小数点を抑
え、「２×４＝８　この８は0.1が８こだから」と言いながら手を取り、0.8としたんだね。この
ように頭の中でやってもよいよ』とまとめた。
　そして、子どもたちの発表内容を右上図のようにまとめ、構造化していった。
　③　《第３時限》
　《課題把握の場》では、提示された資料から、ほとんどの子が２けたの小数のかけ算を勉強
するという本時の課題をとらえた。その後の感想は、２けたの小数で「難しそう」という内容
も多くあったが、自分でもできるかなと思いつつも自分なりに解こうという意欲が感じられた。
問題：2.6ℓ入りの油が３本あります。この油は、ぜんぶで、何ℓあるでしょう。
◎　実際に子どもたちが考えた解答
〔解法１〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法２〕
　　2.6×３＝7.8　　　　　　　　　　　　　　　　　2.6＋2.6＋2.6＝7.8
　　（頭の中で、0.1が26と考えて、　　　　　　　　　　　　　　　　答え　7.8ℓ
　　暗算で計算して）　答え　7.8ℓ
図１　解法の構造図
表２　第２時限の問題解決の方法（対象：30人）
＊　人数は延べ数である
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〔解法３〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法４〕
　　2.6×３＝7.8　　　　　　　　　　　　　　　　　2.6×３＝7.8
　　2.6ℓ＝26㎗　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.6を10倍すると、
　　26×３＝78（筆算）　　　　　　　　　　　　　　26×３＝78（筆算）
　　78㎗＝7.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　この72は10倍したのだから、
　　　　　　答え　7.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　7.8ℓ
〔解法５〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法６〕
　　2.6×３＝7.8　　　　　　　　　　　　　　　　　2.6を２と0.6に分けて、
　　2.6は0.1が26こ集まった数　　　　　　　　　　　２×３＝６
　　26×３＝78（筆算）　　　　　　　　　　　　　　0.6×３＝1.8
　　0.1が78こだから　　　　　　　　　　　　　　　６＋１.8＝7.8
　　　　　　答え　7.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　7.8ℓ
〔解法７〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法８〕
　　2.6×３＝7.8　　　　　　　　　　　　　　　　　2.6×３＝7.8
　　　　2.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.6
　　 ×　３ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×　　３ 
　　　　7.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7.8
　　小数点を取って、計算　　　　　　　　　　　　頭の中で、0.1が２6と考えて計算
　　　　　　答え　7.8ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　7.8ℓ
　この授業では、ほとんどの子どもが〔解法１〕〜〔解法５〕,〔解法８〕の中の一方法以上
で解いていた。前時間〔解法６〕被乗数の分解でやった子は、やはり、今回も〔解法６〕被乗
数の分解でやっていた。〔解法７〕は３人であったが、この方法は、前時に「0.2×４＝0.8」を
「頭の中で0.2は0.1が２こと考え」と言いながら小数点を手で覆い、「２×４＝８、この８は0.1
が８こだから0.8」と手をとり小数点をつけ説明したことが原因であると考えられる。〔解法３〕
〜〔解法５〕をやったほとんどの児童は、2.6を0.1をもとに26として整数の筆算をしていた。
この授業のメイン、〔解法
８〕は16人いた。
　《磨き合いの場》では、〔解
法１〕、〔解法３〕〜〔解法５〕
の解法は、手法は違うが2.6
を26と整数に置き換えて計
算している共通性を見つけ
させた。そのあと、〔解法７〕
の小数点を取ってという考
え方は、0.1がいくつと考
え、〔解法８〕の頭の中で2.6
を１が26と考えて計算して
いることと同じであること
に気づかせ、統合化を図っ
た。また、今日のメインで 図２　解法構造図
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ある〔解法８〕と〔解法６〕を比較させながら、〔解法８〕の筆算は、〔解法６〕と同じ考え方
であることに気づかせていった。そして、右図のように構造化を図った。
　④　《第４時限》
　《課題把握の場》では、提示された資料よりほとんどの子が「かける数が２けたのかけ算」
の勉強だろうと自分なりに課題をとらえていた。課題は３人の意見から「２けたの小数×２け
たの勉強をしよう」に決まった。
問題：重さが3.8㎏の鉄の棒が16本あります。みんなで、どれだけの重さになるでしょう。
◎　実際に子どもたちが考えた解答
〔解法１〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法２〕
　　（頭の中で0.1が38と考え、計算）　　　　　　　 （頭の中で0.1が38と考え、計算）
　　3.8×16＝60.8　　　　　　　　　　　　　　　　3.8×16＝60.8
　　　　3.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.8
　　　×16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×16
　　　 228 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  22.8 
　　　 38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38
　　　 60.8 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 60.8 
　　　　　　答え　60.8㎏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　60.8㎏
〔解法３〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法４〕
　3.8×16＝60.8　　　　　　　　　　　　　　　　　3.8×16＝60.8
　3.8㎏＝3800ｇ　　　　　　　　　　　　　　　　　3.8を10倍すると、
　3800×16＝60800（筆算）　　　　　　　　　　　　38×１6＝608（筆算）
　60800ｇ＝60.8㎏　　　　 　　　　　　　　　　　 この608は10倍したのだから、
　　　　　　答え　60.8㎏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　60.8㎏
〔解法５〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法６〕
　3.8×16＝60.8　　　　　　　　　　　　　　　　　3.8×16＝60.8
　3.8は0.1が38こ集まった数　　　　　　　　　　　 3.8を３と0.8に分けて、
　38×16＝608（筆算）　　　　　　　　　　　　　　３×16＝48
　0.1が608こだから　　　　　　　　　　　　　　　 0.8×16＝12.8
　　　　　　答え　60.8㎏　　　　　　　　　　　　 48＋12.8＝60.8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　60.8㎏
表３　第３時限の問題解決の方法
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〔解法７〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔解法８〕
　　3.8×６＝22.8　　　　　　　　　　　　　　　　3.8×16＝60.8
　　3.8×10＝38　　　　　　　　　　　　　　　　 16÷２＝８
　　38＋22.8＝60.8　　　　　　　　　　　　　　　 3.8×８＝30.4
　　　　　　　答え　60.8㎏　　　　　　　　　　　 30.4×２＝60.8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答え　60.8㎏
　この授業のメインはなんと言っても、『①〔解法１〕か〔解法２〕、どちらのやり方にするか
を考えさせること、②〔解法１〕と〔解法７〕を結びつけること』である。
　《発表の場》では、まず〔解法３〕〔解法４〕〔解法５〕を発表させ、「きのうと同じ考え方で、
まず3.8を0.1が38と整数に考えて、整数のかけ算を使って計算したんだね。」と子どもたちの発
表を復唱し、賞賛した。
　次に、〔解法１〕〔解法２〕を発表させ、「なるほど、頭の中で3.8は0.1が38集まった数と考え、
計算したんだね。」と認めた後、２つの解法の違いを指摘させ、「どちらのやり方が良いだろう？」
と全員に疑問を投げかけたが悩む子どもたちの姿を見て保留にした。そして、次に〔解法６〕
を発表させ、3.8を3と0.8の整数部分と小数部分に分けて計算したんだね。きのうの発表と同じ
方法だね。」と賞賛した。次に〔解法７〕を発表させ、〔解法６〕がかけられる数を整数部分と
小数部分に分けたのに対して、〔解法７〕は「かける数16を10と６に分けて計算したんだね。
新しい考え方だね。」と賞賛し新しい考え方を学級全体に浸透させた。最後に、〔解法８〕を発
表させ、復唱しながら「２けたをかける小数の計算は習っていないので、きのう学習した小数
のかけ算（２けたの小数×１けた）を使ったんだね。」と前時の学習を生かした計算を賞賛した。
　《磨き合いの場》では、〔解法７〕と〔解法２〕
を比較させた。〔解法２〕の筆算は、〔解法７〕の
ように、かける数を十の位と一の位に分けて計算
している事を確認させた。
　その後、保留の問題『〔解法１〕と〔解法２〕
どちらのやり方が良いか』に戻った。すぐ前に〔解
法７〕と〔解法２〕を取り上げた事もあってか、〔解
法２〕の方が良いという児童もいたが、〔解法１〕
も〔解法２〕も、頭の中で3.8は0.1が38こと考え
て計算しているんだから、〔解法１〕の方が良いという意見も多かった。そこで、教師の方から、
「みんなが言うように〔解法１〕の3.8×６の計算を3.8は0.1が38こと考えて整数計算をしたの
だね。だから、これからは、〔解法１〕のように計算の途中では小数点をつけないで、最後の
計算結果にだけ小数点をつけましょう。」と強く念を押した。練習問題の場では、途中に小数
点をつけて計算している児童は一人もいなかった。発表でも「〇〇は0.1や0.01が〇〇と考えて、
整数計算で・・・」と口頭で計算のやり方も答えさせた。
表４　解法２と解法７の共通性
表５　第４時限の問題解決の方法
＊　たし算の考えは自然消滅した。人数は述べ数です。
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⑤　《第５時限》
　この単元最後の授業は、４択制の発展問題に取り組ませた。
〔課題１〕：今までの復習　　　　　　　〔課題２〕：　３けたの小数×２けたの計算
〔課題３〕：３,４けた×３けたの計算　　〔課題４〕：　４けた×４けたの計算
　《机間指導の場》では、〔課題１〕や〔課題２〕をやった児童の中には計算はできていたが小
数点を忘れる者がいた。「小数点がないけど、小数点はどこにつくの？」と声をかけると、「あっ、
忘れていた。」とばかりにすぐ間違いなく小数点をつけた。また、計算間違いをする子どもも
いたがこちらの指示にきちんと訂正し、小数のかけ算の仕方は十分理解したと考えられる。
　《磨き合いの場》では、どの課題での計算も0.1や0.01，0.001をもとに、整数×整数に見立て
て計算し発表していた。そこで、『小数の計算は、0.1や0.01をもとに、そのいくつ分と考え、
整数計算として計算すること』を定着させた。
４、単元における考え方の変容と考察
（１）単元全体（第２時〜第５時）での子どもたちの解決方法の変容と考察
　抽出児については、男女２名、活躍度の上下から１名ずつ選び、全体変容では、全体傾向で
述べることにした。
　①　抽出児の変容（Ａ23：男子思考が苦手で嫌い、A43：男子思考が豊富でユニーク、
　　　　　　　　　　Ｂ12：女子思考が苦手、B14：女子思考が好き）
A23：　第２時では、0.2×４＝0.8と（0.2＋0.2＋0.2＋0.2）でしていた。机間指導の際、「どう
して、0.8になるの？」と聞くと、「たしざんをやると0.8になるから」と答えた。第３時では、
たしざんと2.6×３＝7.8を筆算でやっていた。「どうしてこうなるの？」という質問に、「昨日、
0.8×４の計算を小数点がないと考えてやったから、それと同じように小数点がないと考え
てやった。」と答えた。第４時でも3.8×16＝60.8を筆算でしており、そのやり方を聞くと「頭
の中で3.8を0.1が38と考えて筆算でやった」と説明した。小数計算を0.1がいくつと考えて計
算する方法が定着したと判断できる。第５時でも３けた×２けたの計算に取り組んでいた。
A43：　考え方がユニークな子で、第２時では、0.2×４＝0.8以外に、たしざんやℓを㎗に変
換する方法で計算していた。第３時では、単位換算での計算以外に10倍しての考えや2.6を
２と0.6に分けての計算等、新しい考え方もしていた。第４時では、乗数16を10と６に分け
たり、小数点をつけたまま筆算式をたて、頭の中で小数点がないと考えたりして計算をして
いた。
B12：　第２時では、たしざんと0.2×４＝0.8とやっていたが、そのわけは説明できなかった。
第３時では、前時に他の子が発表した考えを使って0.1がいくつという考え方で計算してい
た。第４時では、3.8×６を22.8と〔解法２〕のやり方でやり、本時のよき説明材料になった。
第５時では、３けた×２けたの問題に挑戦したが前時のようなミスも無く、練習の場では3,4
表６　抽出児の解法の変容
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けた×３けたの計算も間違いなくしていた。
B14：　第２時では、たしざん（0.2＋0.2＝0.4，0.4＋0.2＝0.6，0.6＋0.2＝0.8）や（0.2×４＝0.8
の計算を頭の中で0.2は0.1が２こと考えて）などの方法で計算していた。第３時では、たし
ざん以外に2.6を頭の中で0.1が26と考えたり10倍して2.6を26と考えたり、2.6を２と0.6に分け
て考えたりして計算していた。第４時では、前時の方法だけでなく、乗数16を10と６に分け
て計算する方法も書いていた。
②　学級全体の変容と考察
　抽出児童に見られたように、どの子も着実に思考を深め広げていった。子どもたち
には、その子その子の考え方の特性があり、ℓを㎗に単位換算した方がわかりやすい子、10
倍をして考えた方が分かりやすい子などいろいろいる。子どもたちの解決方法の変容を見る
と、ほとんどの子どもが、まず自分の特性を生かした方法で考え、次に前時学んだ解決方法、
新しい解決方法へと考え方を広げていっている。そして、どの子もこの単元考え方『小数の
かけ算は、0.1や0.01を基に、整数計算に直して計算すること』を身につけていった。第２時に、
0.2×４＝0.8とやった子どもは29人もいたがその大半は「なんとなく」「0.2だから」と漠然と
計算していた。これが第３時では、20人以上の子が《0.1がいくつ》という考えに着目していた。
そして、最後の第５時では、（２けた×２けた）から（４けた×４けた）と課題は広がったが、
その解決にはどの子も小数の被乗数を0.1や0.01を基に整数と考え、整数計算をしていた。
　以上のことから、この単元の構成や一授業一授業の指導過程、手だてが有効であり、考え
方が妥当であったと考える。
（２）　単元における子どもたちの心情の流れと考察
　心情調査は、ワークシートへの記述式で、本時の課題把握後と問題解決後、そして授業終了
後の３箇所で行ったものを参考にした。記述時間は特別にとらないで、次の学習内容に移る寸
暇に記述させたので、中には記述できなかった子どももいた。これは記述時間を設けることに
より授業が分断されるのを避けたわけである。
ア 、たての変容（第２時の課題把握後→第３,４時の問題解決後→第５時の授業終了後）
表７《抽出児の解決方法の変容》
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　単元の成立をみるために、右の表
のように、斜めの心情の変化でみて
いくことにした。
㋐　個の変容と考察
A 23：第１時では、ゲームのことばかり
気になっていたようであった。
第２時では、「むずかしいそうだ」と感想を書いていたが、第３,４時での解決後の感想では「よ
くわかった」、「できて嬉しかった」などとできた喜びを書いていた。
A 43：第１時では、「小数のかけ算がとても難しかった。でも、楽しかった。」と感想を書い
ていた。他の多くの児童がたしざんでやっていた2.5×５の計算を彼は、（2.5×２＝５、５
＋５＋2.5＝12.5）と計算していた。第２時では、「１けたのかけ算なら簡単」という感想
では前時に2.5×５をやった自信からだと考えられる。第３，４時での解決の場での感想は、
「新しい考え方ができた」「できたのでうれしかった」と書いており、最後の第５時にお
ける授業後の感想では、「むずかしかった。すごい筆算ができた」とこの小数の授業での
充実感を読み取ることができた。
B 12： 第１時では、「勉強もできて、遊びもできるから楽しい」と感想を、第２時では「小
数のかけ算をすばやく解けるようにがんばりたい」と、この単元『小数のかけ算の学習』
への意欲を見ることができた。第３，４時では「とてもよくわかった」「みんなにおいてい
かれずにがんばれた」など、そして、最後の第５時の授業後の感想では「自分で考えた問
題もよく解けた。これからもがんばりたい。」と次の学習への意欲も感じられた。
B 14： 第１時では「明日からの小数のかけ算を早く勉強したい」、第２時では、「今日はすら
表８　単元のたての変容の見方
表９《抽出児の授業毎での心情の変容》
《備考》　＊　上段：課題把握後の感想、中段：問題解決後の感想、下段：授業終了時の感想
　　　　 ＊　第１時限は授業終了時のみ　第５時限は問題解決時は記載せず
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すらできそうだ」と小数の学習への意欲が見られた。第３，４時の解決後の感想では「い
ろいろな方法をやった。次は３けたや４けたをやりたい」「難しかったけど、できたので
よかった。」と学習の楽しさを書いていた。第５時では、「すごく難しかった。２重丸をも
らえたので良かった。これからも小数を使ってみようと思う。」と小数計算を生活の場へ
生かそうとする気持ちを伺うことができた。
㋑　全体の変容と考察
　第2時では、「むずかしそう」という感想の子どもが多かったが、授業が進むに連れ、小数
の計算の仕方が理解できてくると、「意外と簡単だった」「おもしろかった」などと、自分な
りに解くことができたことから「できた喜び」を記述している子どもが多くなった。最後の
第５時での授業の感想では、「むずかしかった」と書きながらも、「算数が好きになった」「今
日は自分で問題を作り、自分で解いた。またやりたい」「小数のかけ算が全部できるようになっ
た。嬉しかった」など、この単元の学習に成就感、満足感を味わっていた。
　以上のことから、全体的な変容をみるに単元構成の考えや磨き合いの場が有効であったと
判断することができた。
イ、横の変容（単元全体での変容）
　　　省　略
Ⅳ、本研究のまとめと今後の課題
　この検証授業は、分数や面積でも試みたが、子どもたちの思考の変容がよくわかった。
　今回の５年の小数のかけ算でも、最初は、自分の特性から問題解決に試み自分なりの解決方
法を持った。次に《磨き合いの場》を通して、友だち同士の意見交換の中で、多面的に考え方
を広げ、より分かりやすい考え方へと変容していった。この《磨き合いの場》こそが、ヴィゴ
ツキーの言う『学校の教授・学習は、子どもの知的発達を先導し、一連の発達過程を生じさせ
ます。』場であると考えたことは正しかったと言える。磨き合いの場での子どもたちの多様な
考え方をすべて認め、その子その子の考えを認め生かしていったことがすべての子どもたちに
やる気を引き起こしたと考える。また、構造化を通して、よりよい考え方へ考え方を導いていっ
たことは、まさに子どもたちの思考変容につながったと考える。
　しかし、ただ『磨き合いの場』があればよいというものではない。どの子も自分なりの考え
方をもって授業に臨ませることが大切である。今回の５年生の小数のかけ算の授業に入る前
に、計算力を調査し計算力が十分でない児童には補充指導をした。整数のかけ算ができない子
どもに小数のかけ算を指導することは難しいことである。新しい単元を指導する場合、その単
元を流れる考え方・知識が理解できるための基礎学力を前もって身につけておかなければなら
ない。この基礎学力が備わっていてこそ、次に学習する内容がその子その子の最近接領域にな
るのではないと考える。今後はより多くの教材の実証授業を行うことにより子どもたちの思考
が磨き合いの場を通して、どのように広がり深まっていくかの研究をすることにより、ヴィゴ
ツキーのいう思考発達の研究に生かしていきたい。
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表10〈算数授業の単元構造図（５年　単元：小数のかけ算　５時間完了　NO1)〉
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表11〈算数授業の単元構造図（５年　単元：小数のかけ算　５時間完了　NO1）〉
